
 

平成 29 年度 東広島市在宅医療・介護連携推進事業   

   

   

  

日 時  2018年3 月10 日（土）14：00～16：00 

会 場  東広島市市民文化センター３階 アザレアホール 

        

 

   基調講演  

『在宅で最期まで過ごす選択肢 

―町医者が支える在宅医療―』  

鈴木 央さん 
鈴木内科医院（東京都大田区）院長 

 

    

 

 

 

 

申 込  事前申込要  一般社団法人 東広島地区医師会 地域連携室「あざれあ」まで電話またはＦＡＸ 

  

 

入場無料 

（開場 13：30） 

東広島市西条西本町 28 番 6 号 サンスクエア東広島 
＊できるだけ公共交通機関をご利用ください。なお、お車でお越しの際は、 

会場周辺の一般駐車場（有料）をご利用ください。 

 

 

シンポジスト： 藤原 雅親さん（藤原内科医院 院長） 

山岡 学さん（在宅介護支援センター豊邑苑 居宅介護支援事業所 ケアマネジャー） 

吉川 清巳さん（訪問看護ステーションみのり 管理者） 

砂田 剛志さん（日本基準寝具株式会社 ECOL 福祉用具専門相談員） 

コーディネーター： 鈴木 央さん 

TEL（082）493‐7360  FAX（082）493‐7361 

『在宅医療 患者・家族の生活を支えるキラリ人たち』 

   シンポジウム／ディスカッション 

 

後援：広島県医師会／東広島市歯科医師会／東広島薬剤師会 
中国新聞社／東広島ケーブルメディア／FM 東広島 89.7 MHz 

主催：一般社団法人 東広島地区医師会 ・ 東広島市 

  

「顔の見える」関係から

「腹の見える」連携を 

目指す医師 

 

1987 年 昭和大学医学部卒 

昭和大学第二内科教室入局 

1996 年  社会保険都南総合病院内科部長 

1999 年 鈴木内科医院 副院長 

2015 年 鈴木内科医院 院長 

 

前院長が、日本に紹介したホスピス、ターミナル・

ケアの概念を引き継ぎプライマリ・ケア、特に在宅

緩和ケアを専門とする。 

 

手話通訳・要約筆記あり 



 

 

 

 

 

 

 

東広島市市民公開講座参加申込書 

日時：2018 年 3 月 10 日(土) 14：00 ～16：00 

場所：東広島市市民文化センター3 階 アザレアホール 

次のとおり申し込みます。間隔 

※ 該当する項目に記入し，□には✔を付けてください。 

参加者氏名 参加者の住所地 参加者氏名 参加者の住所地 

フリガナ □ 東広島市 フリガナ □ 東広島市 

□その他の市町 

（        ） 

□その他の市町 

（        ） 

フリガナ □ 東広島市 フリガナ □ 東広島市 

□その他の市町 

（        ） 

□その他の市町 

（        ） 

※車椅子席ご利用の場合 
連絡先（電話番号） □ 自宅   □ 携帯 

（      ）      －     

〇 申込用紙に記載された個人情報は，この講座の実施に必要な範囲に限って利用させていただきます。 

○ お申込後に欠席される場合は、地域連携室あざれあへご連絡いただき氏名をお伝えください。 

 

 

 

 

東広島地区医師会地域連携室「あざれあ」 

FAX番号 082-493-7361 

参加者の人数把握のため事前申込へご協力のほど、お願い申し上げます。 

本講座は申込通知票を発行いたしませんので、予めご了承ください。 

『ヒポクラテスの誓い』 

＃29「生活を支える究極の町医者を目指して 開業医 鈴木央」 2014/6/28放送 

 

1961 年に開業した大田区大森にある鈴木内科医院は、開業当初から在宅医療に 

注力してきた町のかかりつけ医。前院長で実父の荘一さんは、日本のホスピス、 

ターミナル・ケアの草分け的存在。 

その在宅型ターミナル・ケアの概念を引き継ぎ、在宅緩和ケアや認知症などを、 

在宅療養支援診療所として 365日 24時間対応で診療にあたっているのが、 

院長で息子の鈴木央さん。内科医として外来診療を行いながら、その合間を縫う 

ようにして自転車を駆って在宅患者を訪ね、がんの疼痛管理を始め、経験豊かな知識 

に基づいた高度な緩和ケアを提供している。 

「ヒポクラテスの誓い 放送内容紹介文より」 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の日も、風の日も 

患者さんのもとに 


